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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2024年６月25日に提出いたしました第72期（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）有価証券報告書に添付し

ております「独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書」の記載事項の一部に原本と異なる記載がありました

ので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

２ 【訂正事項】

独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は を付して表示しております。

独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

（訂正前）

（省略）

株式会社タチエスにおける繰延税金資産の回収可能性

監査上の主要な検討事項の

内容及び決定理由
監査上の対応

（省略）

同社においては、足元、顧客となる自動車メーカー各社

の半導体供給制約の緩和を受け、当期において自動車座席

事業の黒字化を達成したものの、依然として将来の安定し

た収益性確保には不確実性を伴っている。そのため、会社

は、繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針（企業会

計基準適用指針第26号、以下「適用指針」）に照らした検

討を行い、翌連結会計年度の一時差異等加減算前課税所得

の見積額に基づき、翌連結会計年度の一時差異等のスケジ

ューリングの結果、将来の税金負担額を軽減する効果を有

する範囲内で繰延税金資産の計上額を算定している。

（省略）

当監査法人は固定資産の減損に関して主に以下の監査

手続を実施した。

当監査法人は、株式会社タチエス（親会社）の繰延税金

資産の回収可能性に関する判断の妥当性を評価するにあた

り、主として以下の監査手続を実施した。

（省略）

（省略）

（訂正後）

（省略）

株式会社タチエスにおける繰延税金資産の回収可能性

監査上の主要な検討事項の

内容及び決定理由
監査上の対応

（省略）

同社においては、足元、顧客となる自動車メーカー各社

の半導体供給不足の解消を受け、当期において自動車座席

事業の黒字化を達成したものの、依然として将来の安定し

た収益性確保には不確実性を伴っている。そのため、会社

は、繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針（企業会

計基準適用指針第26号、以下「適用指針」）に照らした検

討を行い、翌連結会計年度の一時差異等加減算前課税所得

の見積額に基づき、翌連結会計年度の一時差異等のスケジ

ューリングの結果、将来の税金負担額を軽減する効果を有

する範囲内で繰延税金資産の計上額を算定している。

（省略）

当監査法人は、株式会社タチエス（親会社）の繰延税金

資産の回収可能性に関する判断の妥当性を評価するにあた

り、主として以下の監査手続を実施した。

（省略）

（省略）

以上


